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 「木刀による剣道基本技稽古法指導者養成講習会」の開催について（連絡） 

 

 みだし講習会を下記のとおり開催いたしますのでご案内申し上げます。 

 同日、「日本剣道形講習会」も開催されますので混み合うことが予想されます。受講

者には、全日本剣道連盟及び本県連盟が示している新型コロナウィルス感染症防止の各

ガイドラインを必ず遵守して頂きますようご連絡をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 日時 

令和４年 7月２４日（日）１０時～１５時 

 

２ 受付 

  令和４年７月２４日（日）９時３０分～９時５０分   

  ※ 玄関で、検温・手指の消毒・下足ビニール袋を受取後、入館して競技場で受付

をしてください。 

 

３ 場所 

  敦賀市立体育館 

  敦賀市松葉町１番２号 

  電話 ０７７０－２２－５２４４ 

 

４ 受審資格 

  剣道５段以上を有する者 

 

５ 申込み締め切り 

令和４年７月１９日（火）必着 

別紙１「申込用紙」を提出してください。 

 

6 健康調査票の記入と提出 

別紙２「健康観察票」に７月１０日（日）から７月２４（日）までの健康状態 

 等必要事項を記入し、当日受付時に提出してください。     

 

7 服装等 

(1) 剣道着、袴、垂れ（名札）、木刀、マスク着用 

 ※ 入館中は、常時マスク着用でお願いします。講習中は面マスク、それ以外は 

  いわゆる家庭用マスクの着用を推奨しますが、常時面マスクでも可とします。 

 



 

(2) 教本 

ア 木刀による剣道基本技稽古法 

（財団法人全日本剣道連盟 平成 15年 6月 1日 第１版  発行） 

  イ 剣道講習会資料 

 

８ その他 

本講習会は、称号受審資格の認定講習会を兼ねています。内容について剣道称号 

 要項（令和 5年 4月 1日施行）を添付します（別紙 3参照）。 

 

 

添付資料 

 

１．別紙１ 「木刀による剣道基本技稽古法指導者養成講習会申込用紙」 

 

２．別紙 2 「健康調査票」 

 

３．別紙 3 「剣道・居合道・杖道 称号受審要項（令和５年４月１日施行）」 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙３ 

剣道・居合道・杖道 称号受審要項 
 

１ 称号受審資格 

（１） 錬士受審 資格 

① 六段受有者で、六段受有後、１年を経過し、福井県剣道連盟の選考を経て福井県剣道連盟会

長から推薦された者。 

※ 修行年限にかかわる受審資格は取得日ではなく取得月で計算する。 

例）令和２年５月１５日に六段を取得した場合、令和３年５月３日の称号審査は１年を

経過していないが六段取得月と同月のため受審可能。 

   

② 五段受有後１０年以上を経過し、かつ、年齢６０歳以上の者（称号・段級位審査規則第１１

条第２項による特例）。 

※ 福井県剣道連盟会長は、申込者が規則第１０条の付与基準に該当し、かつ、実施要領の 

  「錬士を受審しようとする者の備えるべき要件」（①～③）を満たしていると認めた場 

  合、全剣連会長に候補者として推薦する。なお、規則第１１条第２項の特例による推薦 

は特に厳選することとする。 

※ 年齢基準は審査当日とする。 

 

③ ①もしくは②の条件を満たし、全剣連称号審査の開催日より１年以内の県剣連主催または全

剣連主催の講習会を１回以上受講している者。 

 

（２） 教士受審 資格 

① 錬士七段受有者で、七段受有後、２年を経過し、福井県剣道連盟の選考を経て福井県剣道連

盟会長から推薦された者。 

※修行年限にかかわる受審資格は取得日ではなく取得月で計算する。 

例）令和２年５月１５日に七段を取得した場合、令和４年５月３日の称号審査は２年を経過 

していないが七段取得月と同月のため受審可能。 

 

② ①の条件を満たし、全剣連称号審査の開催日より２年以内の県剣連主催または全剣連主催の

講習会を２回以上受講している者。 

 

※ 講習会受講回数に関する注意点（錬士・教士共に） 
・全日本剣道連盟が主催する講習会（後援講習会等）も回数に含む。 

・社会体育指導員中級認定を受けた者は、剣道錬士受審のための講習会を受講したものとみなす。申

請時に認定書の写しを添付すること。 

・社会体育指導員上級認定を受けた者は、剣道教士受審のための講習会を受講したものとみなす。申

請時に認定書の写しを添付すること。 

・受審申込の際には、講習会受講履歴を必ず記入する。受講履歴が確認できない場合は、称号審査会

の受審推薦できない。 

附 則 この要項は令和３年４月１日から施行する 

附 則 この要項は令和５年４月１日から施行する（改訂 令和３年５月３１日） 

 

 

 


